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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動端末（１）とプロバイダ（２、３）とを備える移動通信のための通信システムであ
って、少なくとも１つのプロバイダ（３）が、少なくとも部分的にデータ入力される必要
のあるフォームを提供するフォーム・プロバイダ（３）であり、該フォーム・プロバイダ
が少なくとも１つの移動端末（１）にフォーム信号を送信するための送信モジュール（３
３）を備え、前記移動端末（１）が、前記フォーム信号を受信するための受信機を備え、
また前記通信システムが、データを提供するデータ・プロバイダ（２）を備えた、前記通
信システムにおいて、
　前記データ・プロバイダ（２）が、前記移動端末（１）から要求信号を受信するための
受信モジュール（２４）と、前記要求信号に応じてデータ信号を前記フォーム・プロバイ
ダ（３）に直接送信するための送信モジュール（２３）とを備え、
　前記データ信号が前記フォームに入力されるデータを含み、
　前記移動端末（１）が、前記要求信号を送信する送信機（１５）を備えること、
を特徴とする通信システム。
【請求項２】
　請求項１記載の通信システムにおいて、前記フォーム・プロバイダ（３）がサービス・
プロバイダ（３）であり、前記データ・プロバイダ（２）がアクセス・プロバイダ（２）
であることを特徴とする、通信システム。
【請求項３】
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　請求項２記載の通信システムにおいて、アクセス・プロバイダのサーバ（２１）に格納
された前記データ信号が、ユーザーのアクションに応じて調整可能であることを特徴とす
る、通信システム。
【請求項４】
　移動端末（１）とプロバイダ（２、３）とを備える移動通信のための通信システムにお
いて利用されるデータ・プロバイダ（２）であって、少なくとも１つのプロバイダ（３）
が、少なくとも部分的にデータ入力される必要のあるフォームを提供するフォーム・プロ
バイダ（３）である、前記のデータ・プロバイダ（２）において、
　前記データ・プロバイダ（２）が、移動端末（１）から要求信号を受信するための受信
モジュール（２４）と、前記要求信号に応じてデータ信号を前記フォーム・プロバイダ（
３）に直接送信するための送信モジュール（２３）とを備え、
　前記データ信号が、前記フォームに入力されるデータを含むこと、
を特徴とするデータ・プロバイダ。
【請求項５】
　移動端末（１）とデータ・プロバイダ（２）とフォーム・プロバイダ（３）とを備える
移動通信のための通信システムにおいて、前記フォーム・プロバイダ（３）が、少なくと
も部分的にデータが入力される必要のあるフォームを表わすフォーム信号を、１つの前記
移動端末（１）に提供し、前記データ・プロバイダ（２）によって前記フォームに対応し
た前記データを含むデータ信号を提供されて、前記データを前記フォームに入力する方法
において、
　前記データ・プロバイダ（２）が備える受信モジュール（２４）により、前記フォーム
信号に関連する要求信号が前記移動端末（１）から受信されるステップと、
　前記要求信号に応じて、前記データ・プロバイダ（２）が備える送信モジュール（２３
）により、前記データを含むデータ信号が、前記フォーム・プロバイダ（３）に送信され
るステップとを備える、方法。
【請求項６】
　データ・プロバイダ（２）におけるサーバ（２１）に、請求項５に記載の方法の各ステ
ップを実行させるためのプログラム・コードを有するコンピュータ・プログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動端末とプロバイダとを備える移動通信のための通信システムであって、
少なくとも１つのプロバイダが、少なくとも一部にデータが記入される必要のあるフォー
ムを提供するフォーム・プロバイダである通信システムに関連する。
【０００２】
　本発明は、更に、
移動端末と、プロバイダとを備える移動通信のための通信システムにおいて利用されるデ
ータ・プロバイダであって、少なくとも１つのプロバイダが、少なくとも部分的にデータ
入力される必要のあるフォームを提供するフォーム・プロバイダであるようなデータ・プ
ロバイダと、
移動端末とプロバイダとを備える移動通信のための通信システムにおいて利用される方法
であって、少なくとも１つのプロバイダが、少なくとも部分的にデータ入力される必要の
あるフォームを提供するフォーム・プロバイダであるような方法と、
移動端末とプロバイダとを備える移動通信のための通信システムにおいて利用される、デ
ータ・プロバイダのサーバを介して実行されるプロセッサ・プログラム製品であって、少
なくとも１つのプロバイダが、少なくとも部分的にデータ入力される必要のあるフォーム
を提供するフォーム・プロバイダであるようなプロセッサ・プログラム製品と
に関する。
【０００３】
　そのような通信システムは、一般に、例えば、基地局、スイッチ、ルーター、ブリッジ
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、サーバなどのようなネットワーク・ユニットを備え或いは利用するアクセス・プロバイ
ダを介して移動端末がサービス・プロバイダと通信する移動通信システムとして知られる
。
【０００４】
　前記フォーム・プロバイダは、一般に、周知であり、例えば、ＷＭＬに基づくＷＡＰ電
話又はｃＨＴＭＬに基づくｉモード電話のような移動端末を利用する移動ユーザーにより
、例えばＷＡＰインターネット接続又はｉモード・インターネット接続を介して訪問され
る。前記ユーザーが、このフォーム・プロバイダ或いは他の関係者から情報を取得するこ
と、又はこのフォーム・プロバイダ或いは他の関係者と取引を行うことに関心を持つ場合
、フォーム・プロバイダは移動端末にフォームを送信する。このフォームは、例えば、名
前、苗字、住所、郵便番号、都市、電話番号、電子メール・アドレス、生年月日、クレジ
ット・カード番号、有効期限などのフィールドを備え、前記ユーザーの手作業により、又
は欧州特許第１１６８２６４号に開示されたようにプロキシーにおいて自動的に、データ
を入力される必要がある。
【０００５】
　欧州特許第１１６８２６４号は、無線装置と取引サーバとの間に設置されたプロキシー
を開示する。取引サーバはフォームを提供し、該フォームはプロキシーにおいて記入され
る。プロキシーは、記入されたフォームを最終的な提出のために無線装置に送信する。
【０００６】
　既知の通信システムは、とりわけ、比較的効率が悪いという不利益を有する。
　本発明の目的は、とりわけ、本発明に係る比較的効率の良い通信システムを提供するこ
とである。
【０００７】
　移動端末とプロバイダとを備える移動通信のための本発明に係る通信システムにおいて
は、
少なくとも１つのプロバイダが、少なくとも部分的にデータ入力される必要のあるフォー
ムを提供するフォーム・プロバイダであって、例えば、少なくとも１つの移動端末にフォ
ーム信号を送信するための送信モジュールを備え、
例えばデータを提供するデータ・プロバイダを備え、該データ・プロバイダは、例えば、
前記移動端末から要求信号を受信するための受信モジュールと、前記要求信号に応じてデ
ータ信号を前記フォーム・プロバイダに直接送信するための送信モジュールとを備え、
前記移動端末は、例えば、前記フォーム信号を受信する受信機と、前記要求信号を送信す
る送信機とを備える。
【０００８】
　ユーザーの要求に応じてフォーム・プロバイダ又は他の関係者にデータを提供するデー
タ・プロバイダなどを備える本発明に係る通信システムを提供することにより、ユーザー
は、もはや前記データを自分自身で入力しなくてもよい。フォーム信号は、例えば、フォ
ーム（の部分）を表す信号であってもよく、標準化されたフォームを定義する信号であっ
てもよい。データ信号をフォーム・プロバイダに直接送信することにより、記入されたフ
ォームは、もはや最終的な提出のために移動端末に送信されることはない。データ信号を
移動端末を介して間接的にフォーム・プロバイダへ送信する場合に比べ、フォーム・プロ
バイダへの直接送信は、より効率的である。
【０００９】
　本発明は、とりわけ、移動端末による最終的な提出は避けられるという洞察に基づくも
のであり、とりわけ、データ信号はフォーム・プロバイダに直接送信されるべきであると
いう基本的な発想に基づくものである。
【００１０】
　本発明は、とりわけ、比較的効率のよい通信システムを提供するという課題を解決する
。
　本発明に係る通信システムの一つの実施の形態は、前記フォーム・プロバイダがサービ
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ス・プロバイダであり、前記データ・プロバイダがアクセス・プロバイダであるという利
点を有する。
【００１１】
　これは、例えば、アクセス・プロバイダは通常、既に少なくとも何らかの移動ユーザー
の個人データを処理しているために、アクセス・プロバイダが一層効率的になることを可
能とする。
【００１２】
　本発明に係る通信システムの一つの実施の形態は、アクセス・プロバイダのサーバに格
納された前記データ信号が、ユーザーのアクションに応じて調整可能であるという利点を
有する。
【００１３】
　これにより、前記ユーザーは、例えば、固定端末或いは移動端末を利用してアクセス・
プロバイダのウェブ・サイトを訪れることにより、又は、手紙、ＦＡＸ、電子メールを送
信し或いは電話をすることなどにより、アクセス・プロバイダのサーバに格納されたユー
ザーの個人データを調整するという選択肢を持つ。
【００１４】
　本発明に係るデータ・プロバイダ、本発明に係る方法、及び、データ・プロバイダのサ
ーバを介して動作する本発明に係るプロセッサ・プログラム製品の実施の形態は、本発明
に係る通信システムの実施の形態に対応する。
【００１５】
　本発明のこれらの又は他の側面は、以下に記載される実施の形態を参照することにより
明らかになり、理解される。
　図１は、受信機１１、メモリ１２、インターフェース１３、マン・マシン・インターフ
ェース（ｍｍｉ）１４及び送信機１５に結合された（より一般的には、それらと通信する
）プロセッサ１０を備える本発明に係る移動端末１を開示する。受信機１１の入力はイン
ターフェース１３の出力に結合され（より一般的には、インターフェース１３の出力と通
信し）、該インターフェースの入力が送信機１５の出力に結合される（より一般的には、
送信機１５の出力と通信する）。インターフェース１３の入出力は、基地局４を介したア
クセス・プロバイダ２との移動通信のためのアンテナに結合される（より一般的には、ア
ンテナと通信する）。
【００１６】
　アクセス・プロバイダ２は、サーバ２１、スイッチ２２、送信モジュール２３、受信モ
ジュール２４及び調整モジュール２５に結合された（より一般的には、それらと通信する
）プロセッサ２０を備える。スイッチ２２は、外部的には基地局４及びサービス・プロバ
イダ３に結合され（より一般的には、それらと通信し）、内部的にはサーバ２１、送信モ
ジュール２３の出力、受信モジュール２４の入力、及び調整モジュール２５に結合される
（より一般的には、それらと通信する）。
【００１７】
　サービス・プロバイダ３は、受信モジュール３１、モジュール３４、インターフェース
３２、サーバ３５、及び送信モジュール３３と結合された（より一般的には、それらと通
信する）プロセッサ３０を備える。受信モジュール３１の入力はインターフェース３２の
出力と結合され（より一般的には、インターフェース３２の出力と通信し）、該インター
フェースの入力は送信モジュール３３の出力に結合される（より一般的には、送信モジュ
ール３３の出力と通信する）。インターフェース３２の入出力は、スイッチ２２に結合さ
れる（より一般的には、スイッチ２２と通信する）。
【００１８】
　移動端末１を利用するユーザーは、例えば、ウェブをサーフィンし、アクセス・プロバ
イダ２及び基地局４を介してサービス・プロバイダ３を訪れる。移動端末１は、例えば、
ＷＭＬに基づくＷＡＰ電話、又はｃＨＴＭＬに基づくｉモード電話であって、例えば、Ｗ
ＡＰインターネット接続又はｉモード・インターネット接続を利用する。前記ユーザーが
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、このサービス・プロバイダ３から、例えば個人化された情報又は当該ユーザーの電子メ
ール・アドレス或いは自宅住所に送信されるべき情報のような情報を取得し、又は、この
サービス・プロバイダ３と取引を行うことに関心を持つ場合、サービス・プロバイダ３は
、例えば送信モジュール３３からインターフェース３２、スイッチ２２及び基地局４を介
してフォーム信号を送信することにより移動端末１に電子的フォームを送信する。該フォ
ーム信号は、インターフェース１３及び受信機１１を介して移動端末１に到達し、移動端
末１においてｍｍｉ１４を介して表示される。このフォームは、例えば、名前、苗字、住
所、郵便番号、都市、電話番号、電子メール・アドレス、生年月日、クレジット・カード
番号、有効期限などのためのフィールドを備え、前記ユーザーによりデータを入力される
必要がある。そのようなデータの入力は、従来技術では、移動端末１のｍｍｉ１４のキー
を用いてデータを入力することにより実行されていたが、これは不便な手順であった。
【００１９】
　本発明によれば、電子的フォームは、はるかに便利な方法で扱われる。そのため、通信
システムは、ユーザーの要求に応じて自動的にデータを提供するデータ・プロバイダを備
える。前記のユーザーは、ｍｍｉ１４を介して（例えば、１つ又はそれ以上のキーを利用
することにより）要求信号を生成し、該信号は、プロセッサ１０、送信機１５、インター
フェース１３、基地局４及びスイッチ２２を介して、受信モジュール２４に送信される。
プロセッサ２０は、情報を受け取り、データ信号が送信されるよう送信モジュール２３を
制御する。
【００２０】
　第１の実施可能な形態によれば、このデータ信号は、スイッチ２２及びインターフェー
ス３２を介してサービス・プロバイダ３の受信モジュール３１に直接送信され、該モジュ
ールにおいて、例えば、プロセッサ３０の制御の下にサーバ３５に格納される。
【００２１】
　第２の実施可能な形態によれば、このデータ信号は、スイッチ２２、基地局４及びイン
ターフェース１３を介して移動端末１の受信機１１に送信され、移動体端末１１において
、例えば、プロセッサ１０の制御の下に、メモリ１２に一時的に格納され、ｍｍｉ１４を
介して表示される。これにより前記のユーザーは、このデータを確認し、場合によっては
修正する選択肢を有するが、これは大いなる利点である。
【００２２】
　その後、ユーザーの（例えば、１つ又はそれ以上のキーを利用することによる）アクシ
ョンに応じて、更なるデータ信号が、送信機１５から、インターフェース１３、基地局４
及びスイッチ２２を介して前記サービス・プロバイダ３に直接送信される。前記ユーザー
がデータを修正した場合、前記更なるデータ信号は前記データ信号とは異なり、前記ユー
ザーがデータを単に確認しただけの場合には、更なるデータ信号は前記データ信号に対応
する（例えば、前記データ信号と等しい）。これとは別に、前記移動端末の内部、又はデ
ータ・プロバイダと移動端末との間でこのデータ信号がユーザーによる相互作用なしに（
例えば、標準化された推奨及び／又は規則違反のために）修正される場合、前記更なるデ
ータ信号は前記データ信号から更に異なり得る。移動端末１からサービス・プロバイダ３
へのスイッチ２２を介した（しかし、受信モジュール２４及び送信モジュール２３の介入
なしでの）直接送信は、アクセス・プロバイダ２が前記データを生成する際に一度だけ必
要とされるという点で有利である。
【００２３】
　代わりに、ユーザーの（例えば、１つ又はそれ以上のキーを利用することによる）アク
ションに応じて、確認信号が、送信機１５からインターフェース１３、基地局４及びスイ
ッチ２２を介してアクセス・プロバイダ２の受信モジュール２４に送信される。プロセッ
サ２０は情報を受取り、送信モジュール２３がサービス・プロバイダ３に更なるデータ信
号を送信するよう送信モジュール２３を制御する。これは、ユーザーがデータを修正する
こと、又は修正せずに単にデータを確認することを可能とする。ユーザーがデータを修正
する場合、更なるデータ信号は前記のデータ信号とは異なり、ユーザーがデータを修正せ
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ずに単に確認する場合には、前記更なるデータ信号は前記データ信号に対応する（例えば
、前記データ信号と同じである）。しかし、いずれの場合にも、（更なる）データ信号が
移動端末１からサービス・プロバイダ３に送信される必要はなく、単に確認信号又は修正
信号のいずれかが移動端末１からアクセス・プロバイダ２に送信される必要がある。（更
なる）データ信号は、通常、低コスト且つ高速な接続を有する公衆交換網を介してアクセ
ス・プロバイダ２からサービス・プロバイダ３に送信されるが、これは大いなる利点であ
る。
【００２４】
　前記サービス・プロバイダ３及び前記アクセス・プロバイダ２は、フォーム信号及びデ
ータ信号を格納するためのサーバを備える。これは、アクセス・プロバイダが通常、少な
くともなんらかの移動ユーザーの個人データを既に処理しているため、アクセス・プロバ
イダ２を一層効率的にすることを可能とする。
【００２５】
　第３の実施可能な形態によれば、アクセス・プロバイダのサーバ２１に格納された前記
データ信号は、ユーザーのアクションに応じて調整される。そのため、前記ユーザーは、
アクセス・プロバイダのサーバ２１に格納されたユーザーの個人データを調整する選択肢
を持つ。そのため、アクセス・プロバイダ２は、サーバ２１に格納されたデータの調整を
行う調整モジュール２５を備える。この調整モジュール２５は、例えば、固定端末又は移
動端末を用いてアクセス・プロバイダのウェブ・サイトを訪れることによりユーザーによ
り遠隔制御され得、又は、例えば固定端末又は移動端末を利用した前記ユーザーからの手
紙、ＦＡＸ、電子メール、電話などを受け取った後にアクセス・プロバイダの従業員によ
り制御される。
【００２６】
　ユーザーの要求に応じてフォーム・プロバイダ（例えばサービス・プロバイダであるが
それに限定されない）にデータを提供するデータ・プロバイダ（例えばアクセス・プロバ
イダであるが、それに限定されない）を備える本発明に係る通信システムを提供すること
により、ユーザーは、もはや、前記データを自身で入力しなくてもよい。フォーム信号は
フォーム（の部分）を表す信号であってもよく、標準化されたフォームを定義する信号で
あってもよい。
【００２７】
　本発明は、とりわけ、移動端末からのデータ入力が不便であるという洞察に基づき、と
りわけ、このデータをサービスとして提供することができるという基本的な発想に基づく
。
【００２８】
　本発明は、とりわけ、電子的フォームが、委任された関係者により少なくとも部分的に
且つ自動で記入されることを可能とする通信システムを提供するという課題を解決する。
記入された電子的フォームは前記フォーム・プロバイダに返送され、又は、１つ又はそれ
以上の他の関係者に送信される。前記フォーム・プロバイダに返送される場合、少なくと
も（更なる）データ信号が、場合によっては例えば（データ及びフォームを連結するため
の）連結コードのような前記フォーム信号の少なくともごく一部とともに、送信される必
要がある。１つ又はそれ以上の他の関係者に転送される場合、一般に、（更なる）データ
信号のみが送信されるのでは充分でなく、例えばフォーム信号全体又は以下に説明するコ
ードのような、少なくとも前記フォーム信号のより大きな部分が一緒に送信される。
【００２９】
　個々の実施可能な形態及び個々の代わりの形態は、他の実施可能な形態及び代わりの構
成と互いに組み合わされ得る。移動端末１、アクセス・プロバイダ２及びサービス・プロ
バイダ３の、ブロックの形で図示されている或いは図示されていない各部分は、１００％
ハードウェアで実現されても、１００％ソフトウェアで実現されても、又は両者の混合に
より実現されてもよい。図示されている或いは図示されていない各ブロックは、移動端末
、アクセス・プロバイダ及びサービス・プロバイダごとに、図示されている或いは図示さ
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れていないブロックと互いに統合され得るが、アクセス・プロバイダとサービス・プロバ
イダとの組合せごとに統合されてもよい。図示されているプロセッサ、メモリ及びサーバ
に加えて、各ブロックは、効率性のために図示されていない追加のプロセッサ及び追加の
メモリを備え得る。インターフェース１３及び３２は、デュープレクサ、スプリッタ、ス
イッチなどであってもよく、バッファ、コンバータなどを備え得る。
【００３０】
　フォーム信号は、当該フォーム（の一部）を表示するための、フォーム（の一部）を表
す信号であってもよく、又は、標準化されたフォームを定義するフォーム・コード信号で
あって、フォーム全体を定義する１つのコード、又はそれぞれが例えばフォームの１つ又
はそれ以上のフィールドを定義する幾つかのコードを備えるフォーム・コード信号であっ
てもよい。前記フォーム信号は、例えば、更に、サービス・プロバイダのアドレスを定義
するアドレス・コード、及び／又は、他の関係者の宛て先を定義する宛て先コード、及び
／又は、移動端末及び／又はそのユーザーを定義する識別コードを備える。
【００３１】
　要求信号は、例えば、移動端末及び／又はそのユーザーを定義する前記識別コードを含
み、更に、例えば、前記フォーム・コード、及び／又は、サービス・プロバイダのアドレ
スを定義する前記アドレス・コード、及び／又は、他の関係者の宛て先を定義する前記宛
て先コード、及び／又は、前記アクセス・プロバイダのアドレスを定義するアドレス・コ
ードを含み得る。
【００３２】
　確認信号は、例えば、移動端末及び／又はそのユーザーを定義する前記識別コードを含
み、更に、例えば、前記フォーム・コード、及び／又は、サービス・プロバイダのアドレ
スを定義する前記アドレス・コード、及び／又は、他の関係者の宛て先を定義する前記宛
て先コード、及び／又は、前記アクセス・プロバイダのアドレスを定義するアドレス・コ
ード、及び／又は、１つ又はそれ以上の修正を定義する修正コードを含み得る。
【００３３】
　（更なる）データ信号は、フォームのフィールドに記入されるべきデータを含み、更に
、当該フォーム（の一部）を表示するためにフォーム（の一部）を表す信号を含んでもよ
く、又は、標準化されたフォームを定義するフォーム・コード信号であって、フォーム全
体を定義する１つのコード、又はそれぞれが例えばフォームの１つ又はそれ以上のフィー
ルドを定義する幾つかのコードを備えるフォーム・コード信号を含んでもよい。前記（更
なる）データ信号は、更に、例えば、移動端末及び／又はそのユーザーを定義する前記識
別コードを含み、更に、例えば、サービス・プロバイダのアドレスを定義する前記アドレ
ス・コード、及び／又は、他の関係者の宛て先を定義する前記宛て先コード、及び／又は
、前記アクセス・プロバイダのアドレスを定義する前記アドレス・コードを含み得る。
【００３４】
　言うまでもなく、移動端末１において、前記コードは、場合によっては１つ又はそれ以
上のユーザーのアクションに応じて、一般に自動的に信号に追加される。アクセス・プロ
バイダ２及びサービス・プロバイダ３において、前記コードは、移動端末、アクセス・プ
ロバイダ及びサービス・プロバイダの間の既に設定された（無線）接続の結果として、一
般に自動的に信号に追加される。前記アクセス・プロバイダ及び前記データ・プロバイダ
が同一のプロバイダに属していない場合、前記データ・プロバイダに送信されるべき要求
信号は、場合によってはアクセス・プロバイダからデータ・プロバイダに対して設定され
る必要のある他の接続を含み得る。
【００３５】
　図２に示されるブロック図において、各ブロックは以下の意味を有する。
　ブロック１００：移動ユーザーの端末が、インターネット接続を設定するために、アク
セス・プロバイダ宛ての（電話番号のようなアクセス・プロバイダのアドレス・コードを
含む）インターネット信号を生成し、その後、サービス・プロバイダの（例えばＵＲＬの
ような）アドレス・コードを生成する。
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【００３６】
　ブロック２０１：アクセス・プロバイダが前記インターネット信号を受信し、前記サー
ビス・プロバイダとのインターネット接続を設定する。
　ブロック３０２：前記サービス・プロバイダから情報を取得し、及び／又は前記サービ
ス・プロバイダと取引を行うことに関心を示す移動端末のユーザーが、サービス・プロバ
イダを訪れる。
【００３７】
　ブロック３０３：サービス・プロバイダが、アクセス・プロバイダを介して移動ユーザ
ーの端末にフォーム信号を送信する。
　ブロック１０４：移動ユーザーの端末が、データが記入される必要のある前記フォーム
信号を受信する。
【００３８】
　ブロック１０５：移動ユーザーの端末が、前記アクセス・プロバイダに対し、前記デー
タを自動生成するための要求信号を送信する。
　ブロック２０６：アクセス・プロバイダが前記要求信号を受信し、前記移動ユーザーの
端末又はサービス・プロバイダのいずれかに送信されるデータ信号を生成する。
【００３９】
　ブロック１０７：移動ユーザーの端末が前記データ信号を受信し、データを確認及び／
又は修正し得る。
　ブロック１０８：移動ユーザーの端末が、前記データ信号とともにサービス・プロバイ
ダに送信され、又は前記データ信号とともにアクセス・プロバイダに送信される、場合に
よっては修正信号を含む確認信号を生成する。
【００４０】
　ブロック２０９：アクセス・プロバイダが、前記データ信号とともに場合によっては前
記修正信号を含む前記確認信号を受信し、前記の場合によっては修正されているデータ信
号を、サービス・プロバイダに送信する。
【００４１】
　ブロック３１０：サービス・プロバイダが、電子的フォームを記入するためのデータを
含む前記データ信号を受信する。
　ブロック３１１：サービス・プロバイダが、移動ユーザーの端末に、データの受け取り
を報告する報告信号を送信する。
【００４２】
　ブロック１１２：移動ユーザーの端末が前記報告信号を受信し、それにより、当該サー
ビス・プロバイダの他のサービスを訪れ、又は（場合によっては、アクセス・プロバイダ
と統合された、又はアクセス・プロバイダのポータルなどを経由する）他のサービス・プ
ロバイダを訪れ、又はインターネット接続を終了する選択肢を持つ。
【００４３】
　従って、本発明には、例えば以下のような様々な特徴を見出すことができる。
　移動端末（１）とプロバイダ（２、３）とを備える移動通信のための通信システムであ
る。
【００４４】
　少なくとも１つのプロバイダ（３）が、少なくとも部分的にデータ入力される必要のあ
るフォームを提供するフォーム・プロバイダ（３）である。
　前記フォーム・プロバイダ（３）が、少なくとも１つの移動端末（１）にフォーム信号
を送信するための送信モジュール（３３）を備える。
【００４５】
　前記通信システムが、データを提供するデータ・プロバイダ（２）を備える。
　前記データ・プロバイダ（２）が、前記移動端末（１）からの要求信号を受信するため
の受信モジュール（２４）と、前記要求信号に応じてデータ信号を送信するための送信モ
ジュール（２３）とを備える。
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　前記移動端末（１）が、前記フォーム信号を受信する受信機（１１）と、前記要求信号
を送信する送信機（１５）とを備える。
　前記データ・プロバイダ（２）が、前記移動端末（１）に前記データ信号を送信する前
記送信モジュール（２３）を備える。
【００４７】
　前記移動端末（１）が、前記データ信号を受信する前記受信機（１１）を備える。
　前記移動端末（１）が、ユーザーのアクションに応じて更なるデータ信号を送信する前
記送信機（１５）を備える。
【００４８】
　前記移動端末（１）が、ユーザーのアクションに応じて、前記データ・プロバイダ（２
）に確認信号を送信する前記送信機（１５）を備える。
　前記データ・プロバイダ（２）が、前記確認信号を受信する前記受信モジュール（２４
）と、前記確認信号に応じて更なるデータ信号を送信する前記送信モジュール（２３）を
備える。
【００４９】
　前記フォーム・プロバイダ（３）及び前記データ・プロバイダ（２）のそれぞれが、フ
ォーム信号及びデータ信号を格納するサーバ（３５、２１）を備える。
　前記フォーム・プロバイダ（３）がサービス・プロバイダ（３）であり、前記データ・
プロバイダ（２）がアクセス・プロバイダ（２）である。
【００５０】
　アクセス・プロバイダのサーバ（２１）に格納された前記データ信号が、ユーザーのア
クションに応じて調整可能である。
　上記により、更なる通信システム、更なるデータ・プロバイダ、更なる移動端末、更な
る方法及び／又は更なるプロセッサ・プログラム製品が、上記の特徴の１つ又はそれ以上
を用いて、及び／又は、導入部及び／又は図面の説明において開示された更なる特徴を用
いて、本発明の範囲を逸脱することなく定義され得ることが明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】図１は、本発明に係るデータ・プロバイダと本発明に係る移動端末とを備える本
発明に係る通信システムを示す。
【図２】図２は、本発明に係る方法と、本発明に係るプロセッサ・プログラム製品とを図
示するブロック図である。
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